
あいさつは、みんなで明るく心をこめて

熱戦を繰り広げる
第9回牧水かるた大会

　ふるさとの尾鈴の山のかなしさよ………。

町教育委員会、牧水顕彰会主催による、牧水

かるた大会が、1月5日午後1時から中央公

民館で開催されました。

　当日は、5名1組の編成で小学校25チーム、

中学校15チー∠」の計40チーム200名が参加し

熱戦を繰り広げた結果、団体で寺迫小A、東

郷中Aチームが、個人で酒井敦君（坪谷小）、

直野公子さん（東郷中）がそれぞれ優勝しまし

た。

昭和59年2月号第3go号

発行／東郷町役場・編集／企画財政課

はりはりとわが踏み裂くやうちわたす

　　　　　　　　枯野がなかの路の氷を

　　　　　　　　　　　　　　　牧　水
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小野弘さんを名誉町民に

月臨時議会で決定1

　
一
月
十
五
日
招
集
さ
れ
た
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
本
町
の
町
政
発

展
に
尽
力
さ
れ
た
、
小
野
弘
さ
ん
（
明
治
四
十
三
年
十
二
月
十
日
生

1
1
田
野
∀
に
対
し
て
、
東
郷
町
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。

　
小
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
年
三
月
に
宮

崎
県
立
宮
崎
農
学
校
農
料
を
卒
業
、
昭

和
九
年
三
月
に
東
郷
村
役
場
に
入
り
、

二
十
一
年
二
月
に
助
役
、
昭
和
二
十
二

年
四
月
に
三
十
六
歳
の
若
さ
で
初
の
公

選
村
長
に
就
任
し
、
昭
和
三
十
年
四
月

ま
で
二
期
八
年
、
同
年
四
月
か
ら
三
十

八
年
四
月
ま
で
県
議
会
議
員
を
二
期
八

年
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
再
び
東
郷
村

長
と
な
り
、
四
十
四
年
四
月
一
日
町
制

を
施
行
し
、
イ
メ
ー
ジ
の
一
新
を
は
か

る
と
共
に
初
代
町
長
と
し
て
、
昭
和
五

十
年
四
月
ま
で
二
期
八
年
、
町
政
の
重

責
を
担
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
議
会
議
員
当
時
は
、
村
長
時
代
の

業
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
総
務
警
察
常

任
委
員
長
・
電
気
林
務
常
任
委
員
長
の

要
職
を
歴
任
さ
れ
、
県
政
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
政
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
荒
廃
と

混
乱
し
た
経
済
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、

自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
の
極
め
て

重
大
な
時
に
、
高
い
職
見
と
英
知
に
よ

り
、
将
来
を
志
向
し
、
実
り
多
き
施
策

を
た
て
、
旺
盛
な
る
政
治
力
を
発
揮
し

本
町
発
展
の
基
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　
農
林
業
の
振
興
に
よ
っ
て
、
所
得
の

向
上
を
図
り
、
生
活
の
安
定
を
期
す
る

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
制
度
事
業
を
導
入

し
、
農
林
業
の
近
代
化
と
意
識
の
高
揚

を
図
り
、
橋
梁
の
永
久
橋
化
、
農
林
道

の
開
さ
く
等
、
道
路
の
整
備
を
行
い
、

産
業
、
交
通
の
伸
張
に
つ
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
施
設
を
充
実
し
て
、
青

少
年
の
育
成
に
力
を
い
れ
、
昭
和
四
十

七
年
に
は
、
内
科
外
科
の
医
療
施
設
を

整
備
し
た
病
院
を
、
老
人
の
憩
い
の
場

と
し
て
の
老
人
福
祉
館
を
建
設
す
る
等

保
健
・
福
祉
行
政
の
向
上
に
つ
と
め
ま

し
た
。
又
、
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
、

中
央
公
民
館
を
建
設
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

行
政
執
行
者
と
し
て
の
立
場
の
ほ
か
、

農
協
長
・
森
林
組
合
長
・
県
森
林
組
合

連
合
会
長
な
ど
の
要
職
を
も
歴
任
さ
れ

町
政
、
県
政
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
全
国
町
村

会
長
表
彰
を
二
回
、
昭
和
五
十
六
年
に

は
勲
四
等
瑞
宝
章
を
、
昭
和
五
十
八
年

に
は
、
置
県
百
年
記
念
式
典
に
お
い
て

自
治
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。　

本
町
の
名
誉
町
民
の
称
号
は
、
昭
和

四
十
五
年
の
元
村
長
故
黒
木
松
美
さ
ん

昭
和
五
十
年
の
塩
月
儀
市
さ
ん
に
つ
い

で
、
小
野
さ
ん
が
三
人
目
で
あ
り
ま
す
．

三
三
だ
よ
り

農
業
者
年
金

一、

ﾁ
入
で
き
る
人
…
…
…

　
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
に
は
、

①
法
律
上
当
然
に
被
保
険
者
と
な
る
当

　
然
加
入
被
保
険
者
と
、

②
本
人
の
加
入
の
申
し
出
に
よ
り
被
保

　
険
者
と
な
る
任
意
加
入
被
保
険
者
と

　
が
あ
り
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
要
件
に
は
、
こ
の
両
者

に
共
通
の
資
格
要
件
と
個
別
の
資
格
要

件
と
が
あ
り
ま
す
．

　
共
通
の
資
格
要
件

①
国
民
年
金
の
被
保
険
者

②
6
0
歳
に
達
す
る
前
月
ま
で
の
被
保
険

　
者
期
間
等
が
2
0
年
以
上
と
な
る
人
。

　
個
別
の
資
格
要
件

◎
当
然
加
入
被
保
険
者

　
自
分
名
儀
の
農
地
等
の
面
積
が
5
0
ア

　
ー
ル
以
上
あ
る
農
業
経
営
主
。

◎
任
意
加
入
被
保
険
者

①
自
分
名
儀
の
農
地
等
の
面
積
が
3
0
ア

　
ー
ル
以
上
5
0
ア
ー
ル
未
満
で
、
年
間

　
の
農
業
労
働
時
間
が
㎜
時
間
以
上
で

　
あ
る
農
業
経
営
主
。
、

②
農
業
生
産
法
人
の
常
時
従
事
者
で
あ

　
る
構
成
員
で
、
そ
の
法
人
名
儀
の
農

　
二
等
の
面
積
を
そ
の
構
成
員
数
で
割

　
つ
た
一
人
当
り
の
面
積
と
自
分
名
儀

　
の
農
地
等
の
面
積
の
合
計
が
5
0
ア
ー

　
ル
以
上
で
あ
る
人
。

③
自
分
名
儀
の
農
地
等
の
面
積
が
5
0
ア

　
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
主
の
直
系
卑

　
属
（
子
や
孫
）
の
う
ち
、
そ
の
経
営

　
主
か
ら
農
業
後
継
者
と
し
て
指
定
さ

　
れ
た
一
人
の
人
で
あ
っ
て
、
引
き
続

　
き
三
年
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

　
人
。

二
、
経
営
移
膿
年
金
と
は
…
…
…

　
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
6
0
歳
に
な

　
る
ま
で
に
2
0
年
間
以
上
保
険
料
を
納

　
め
た
人
が
自
分
名
儀
の
農
地
等
を
後

　
継
者
か
第
三
者
に
譲
る
か
貸
し
付
け

　
て
、
農
業
経
営
を
廃
止
（
ま
た
は
縮

　
小
〉
し
た
場
合
（
6
5
歳
ま
で
）
に
も

　
ら
え
る
年
金
で
す
。

三
、
農
業
老
齢
年
金
と
は
…
…
…

　
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　
人
が
、
6
5
歳
に
達
し
た
日
（
誕
生
日

　
の
前
日
）
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら

　
も
ら
え
る
年
金
で
す
。

①
経
営
移
譲
年
金
を
現
に
も
ら
っ
て
い

　
る
人
及
び
、
経
営
移
譲
年
金
の
受
給

　
権
者
で
あ
っ
て
年
金
の
支
給
停
止
ま

　
た
は
支
払
い
差
し
止
め
中
の
人
。

②
経
営
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
で
は
な

　
い
が
、
6
0
歳
に
達
し
た
日
の
前
日
（
誕

　
生
日
の
前
々
日
）
に
農
業
者
年
金
の

　
被
保
険
者
で
あ
り
、
保
険
料
を
納
め

　
た
期
間
等
が
2
0
年
以
上
で
あ
る
人
．
、

※
農
業
者
年
金
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

　
は
、
農
業
委
員
会
へ
．
．
　
　
　
「

」
亀

，
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国
税
・
地
方
税
の

　
　
　
申
告
始
ま
る

　
今
年
も
税
の
申
告
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
町
で
は
、
申
告
の
受
付
け
を
別
表

の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
、
納
め
る
町
税
は
、
予

算
全
体
の
1
2
・
5
郭
（
5
8
年
度
）
を
占
め

て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
自
主
財
源
と
い

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
申
告
の
際
は
、
次
の
こ
と
に
留
意
し

て
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
記

　
1
、
申
告
は
、
あ
な
た
の
世
帯
の
収

　
　
入
、
支
出
の
わ
か
る
人
が
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
2
、
関
係
書
類
（
領
収
書
、
証
明
書

　
　
等
、
）
、
印
か
ん
を
持
参
し
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
3
、
お
手
元
に
配
付
さ
れ
た
、
　
「
昭

　
　
和
5
9
年
度
町
県
民
税
・
国
保
税
申

　
　
告
計
算
書
」
は
、
事
前
に
必
ず
記

　
　
刑
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
4
、
会
場
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

　
　
さ
れ
ま
す
の
で
、
き
め
ら
れ
た
期

　
　
日
、
場
所
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
5
、
国
税
を
申
告
さ
れ
る
人
で
、
税

　
　
務
所
か
ら
指
定
さ
れ
た
人
は
そ
の

　
　
日
（
2
1
日
）
に
、
そ
の
他
の
人
は

　
2
0
日
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

6
、
問
い
合
わ
せ

　
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
税
務
課
課
税
係
伺
2
1
1
一
内
線

　
3
4
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

青
色
申
告
の
お
勧
め

　
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
所
得
税
に
「
青
色
申
告
」

と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
事
業
所
得
や
不
動

産
所
得
又
は
山
林
所
得
の
あ
る
人
が
、

一
定
の
帳
簿
に
毎
日
の
取
引
を
記
録
し

そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
申
告
す
れ
ば
、

所
得
や
税
額
の
計
算
の
面
で
い
ろ
い
ろ

有
利
な
取
扱
い
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う

制
度
で
す
。
ま
だ
、
こ
の
制
度
を
ご
利

用
で
な
い
方
に
は
是
非
お
勧
め
し
ま
す
。

節
税
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
帳

簿
を
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
合

理
化
に
も
大
変
役
立
ち
ま
す
。

　
手
続
は
き
わ
め
て
簡
単
で
す
。
三
月

十
五
日
ま
で
に
「
青
色
申
告
承
認
申
告

書
」
を
所
轄
の
税
務
署
に
提
出
し
て
い

た
だ
く
だ
け
で
結
構
で
す
。

　
青
色
申
告
の
こ
と
で
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
税
務
課
ま
た
は
、
税
務
署
か
税
務

相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

町県民税申告相談日程表昭和59年度

地区別 該　　当　組　　合 月　日 曜 時　　　間 場　　　　所

上村・下村・鳥川 2月16日 木 9：30～15：00 福瀬公民館
福　瀬

鵜戸木・日田尾・広瀬 17 金 9：30～12：00 広瀬生活改善センター

仲野原・出口 18 土 9：00～11：00 仲野原3公民館（仲3）

20 月 9：00～15：00 役場講堂
国　税 町　　内　　全　　域

21 火 9：00～15：00 〃

小野田 区　　　全　　　域 22 水 9：00～15：00 〃

羽　坂 〃 23 木 9：00～15：00 羽坂生活改善センター

迫野内 〃
24

金 9：30～15：00 迫野内公民館

下渡川 〃
25

土 10：00～11：00 下渡川　　〃

鶴野内 〃
27

月 9：00～15：00 鶴野内　〃

田　野 〃
28

火 9：30～12：00 田　野　　〃

仲　深 〃
29

水 9：30～15：00 仲　深　　〃

寺迫・山の口・落鹿・中尾 3月1日 木 9：30～15：00 寺迫公民館
寺　迫

吉牟田・庭田・長崎 2 金 9　：30～15：00 庭田　〃

石原・本村・赤井笠・上野原 5 月 9：30～15：00 坪谷　　〃

坪　谷
起動・多武ノ木・一谷原

s谷川崎・瀬平

6 火 9：30～15：00 一谷原集会所

児洗・一松露
7

9：30～11：00・月詣公民館
越　表

中水流・田口八ツ山
，水

13：30～15：00 越表生活改善センター

八重原 区　　全　　域　1　　8 木 9：30～12：00 八重原公民館
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親
子
の

　
　
五
分
間
対
話
日

　
だ
か
ら
こ
の
小
学
校
五
年
生
、
六
年

生
の
頃
か
ら
親
子
の
対
話
を
重
視
し
て

貰
い
た
い
．
．

「
和
夫
、
大
分
背
が
高
く
な
っ
て
来
た

様
だ
が
ど
れ
位
あ
る
の
か
い
ご

「
お
父
さ
ん
よ
り
少
し
低
い
か
ね
．
」

「
今
、
学
校
で
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
変
盛

ん
な
様
だ
が
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
あ

る
の
か
い
「

「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
少
年
剣
道
を
や
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
．
「

等
々
と
対
話
の
程
度
が
高
く
な
っ
て
来

る
の
で
す
が
、
で
は
対
話
の
素
材
を
参

考
ま
で
に
列
記
し
て
見
ま
し
ょ
う
．
．

1
、
教
科
書
の
種
類
や
内
容
の
「
部

　
へ2

　
ス
ポ
ー
ツ
の
種
類
と
内
容

3
、
学
校
行
事
の
あ
ら
ま
し

4
、
先
生
や
友
達
関
係

5
、
小
づ
か
い
銭
の
問
題

6
、
家
庭
で
の
手
伝
い
作
業
問
題

7
、
東
郷
町
内
の
色
々
な
事
が
ら

　
　
山
、
川
、
道
路
、
橋
、
区
名
、
寺

　
　
院
、
神
社
、
人
物
、
産
業
、
史
蹟

　
　
役
所
（
役
場
、
農
協
、
森
林
組
合
、

　
　
郵
便
局
、
警
察
、
病
院
等
）

8
、
宮
崎
県
、
日
本
国
の
概
要

　
以
上
の
事
項
は
、
知
識
と
し
て
身
に

つ
け
さ
せ
る
事
を
目
的
と
す
る
よ
り
も

対
話
す
る
時
の
素
材
と
し
て
あ
げ
た
の

で
す
。
こ
の
事
項
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、

親
自
身
が
対
話
の
材
料
を
そ
の
時
に
応

じ
て
、
あ
み
出
す
こ
と
が
最
も
望
ま
し

い
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
親
と
子
か

ふ
ん
わ
り
と
し
た
自
然
体
で
、
晩
め
し

を
食
べ
な
が
ら
話
し
会
っ
て
ゆ
く
姿
を

作
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
さ
て
、
中
学
生
と
も
な
れ
ば
、
愈
々

子
ど
も
は
だ
ん
ま
り
戦
術
を
と
る
の
で

す
．
．
決
し
て
家
庭
で
は
学
校
生
活
等
話

さ
な
い
．
　
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
許
さ
な

い
．
一
と
言
っ
た
、
大
人
顔
負
け
の
姿
勢

を
示
す
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
「
お
か
し
く
て
…
…
、
一
と
言
っ
た
態

度
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
小
学
校

時
代
よ
り
親
子
の
対
話
が
育
っ
て
い
な

い
た
め
に
殊
更
に
む
つ
か
し
い
の
て
す
．
．

　
異
る
中
学
生
が
ク
ラ
ス
の
委
員
長
に

選
ば
れ
、
　
「
年
間
立
派
な
ク
ラ
ス
運
営

を
な
し
と
げ
た
。
親
は
委
員
長
に
な
っ

て
い
た
事
は
知
っ
て
い
た
が
、
名
委
員

長
ぶ
り
を
発
揮
し
た
事
は
知
ら
な
か
っ

た
一
こ
の
時
＝
三
口
で
い
い
か
ら
「
え
ら

い
立
派
な
委
貝
長
ぶ
り
だ
っ
た
げ
な
ね
一

と
誉
め
て
や
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
嬉
し
か

っ
た
ろ
う
．
、
更
に
奮
起
百
倍
の
気
持
が

湧
き
起
っ
た
の
だ
ろ
う
に
。

　
こ
こ
に
も
親
と
子
の
対
話
の
し
つ
け

か
足
り
な
か
っ
た
事
を
物
語
’
．
て
い
ま

す
．
、　

中
学
生
で
も
家
族
と
話
し
た
い
こ
と

は
沢
山
あ
る
の
で
す
，
だ
が
そ
れ
が
出

せ
な
い
．
、
こ
ん
な
状
態
が
積
り
積
’
．
て

自
ず
と
無
口
に
な
り
ま
す
．
二
自
分
を
認

め
イ
、
く
れ
な
い
一
と
言
っ
た
態
度
が
変

じ
て
、
ヤ
ツ
ア
タ
リ
す
る
事
も
あ
り
、

行
動
変
化
の
形
と
な
る
事
も
あ
る
の
で

す
．
．　

如
何
に
ふ
だ
ん
か
ら
の
親
と
予
の
対

話
が
大
切
で
あ
り
、
必
要
で
あ
る
か
、

お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
．

　
東
郷
町
社
会
教
育
委
貝
　
都
甲
鶴
男

．
火
災
に
ご
注
意
〃

　
　
　
　
　
　
　
1
全
国
火
災
予
防
運
動
1

　
二
月
二
十
九
日
か
ら
、
春
の
全
国
火

災
予
防
連
動
が
始
ま
り
ま
す
、
、

　
全
国
の
火
災
の
中
で
、
一
月
か
ら
三

月
に
か
け
て
多
く
の
死
者
が
出
て
お
り

特
に
二
月
が
最
も
多
い
よ
う
で
す
．
．

　
窯
、
い
時
期
は
、
暖
を
と
る
た
め
の
火

気
使
用
が
増
え
ま
す
の
で
各
家
庭
で
火

災
予
防
に
対
し
て
十
分
注
意
し
た
い
も

の
で
す
．
．

　
山
火
事
は
、
三
～
四
月
ご
ろ
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
．
．
山
で
働
く
人
や
行

楽
で
山
に
行
く
人
は
、
次
の
こ
と
を
守

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
．

▽
風
の
強
い
日
、
空
気
の
乾
燥
し
て
い

　
る
と
き
、
枯
れ
草
の
あ
る
場
所
で
は

　
た
ぎ
、
火
ウ
「
ー
ヴ
た
。
い
．

▽
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
．

▽
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
殼
を
投
げ
捨
て

　
な
い

▽
火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け
る
．
．

▽
f
供
に
火
遊
ひ
を
さ
せ
な
い
よ
う
注

　
意
す
る
、

牧
水
と
坪
谷
⑳

　
牧
水
の
鮎
か
け
、
鰻
釣
り
に
は
い

つ
も
び
く
を
持
た
さ
れ
る
し
、
山
芋

掘
り
に
は
、
き
ま
っ
て
唐
鍬
を
持
た

せ
ら
れ
た
も
の
だ
。
特
に
牧
水
の
山

芋
掘
り
と
き
た
ら
道
に
入
っ
た
も
の

で
　
つ
る
つ
な
ぎ
か
名
人
で
百
発
百

中
の
能
率
・
で
帰
り
に
は
、
担
う
の
に

骨
の
折
れ
た
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

　
よ
く
夕
方
野
々
崎
の
店
ま
で
買
物

に
や
ら
れ
た
が
、
今
歌
碑
の
建
っ
て

い
る
右
手
の
稲
荷
山
か
ら
狐
に
砂
を

ま
か
れ
て
よ
う
帰
ら
な
い
で
店
の
人

か
ら
送
っ
て
も
ら
’
．
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
．
実
は
「
繁
あ
ん
ち
ゃ
ん
が

私
へ
の
度
胸
試
し
だ
・
．
た
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
．
．
一
と
語
r
．
て
い
ま
す
、

　
幼
な
友
の
奈
須
隼
人
氏
は
、

「
牧
水
君
は
私
と
郷
里
も
同
じ
同
年

輩
で
も
あ
り
、
厳
父
は
私
の
父
と
共

に
医
者
で
あ
っ
た
関
係
上
親
同
志
が

親
し
く
往
来
し
て
い
た
の
で
自
然
牧

水
と
は
仲
よ
し
で
あ
f
．
た
．
．
彼
は
丸

顔
で
よ
く
太
っ
て
愛
ら
し
い
美
少
年

で
あ
’
．
た
．
、
幼
名
を
繁
と
呼
び
、
い

つ
も
〔
繁
ち
ゃ
ん
）
と
呼
ん
で
遊
ん

だ
．
．
殊
に
秋
の
頃
に
庭
の
甘
柿
の
木

に
」
’
、
て
鱈
ふ
く
喰
べ
た
も
の
だ
。

学
校
に
し
る
よ
う
に
な
’
．
て
繁
ち
ゃ

ん
は
読
み
量
日
き
が
こ
と
の
外
郡
を
抜

い
て
先
生
か
ら
よ
く
誉
め
ら
れ
た

塩
月
儀
市

私
は
い
た
づ
ら
者
で
し
ば
し
ば
罰
席

に
立
た
さ
れ
た
が
彼
は
一
度
も
な
か

っ
た
．
又
、
美
し
い
声
の
持
ち
主
だ
っ

た
．
．
夢
中
に
遊
ん
で
い
る
時
唱
歌
で

も
な
い
妙
な
歌
を
大
き
な
声
で
唄
い

出
す
の
で
ハ
ッ
と
思
う
時
が
あ
っ
た

が
、
今
か
ら
思
え
ば
そ
の
頃
か
ら
す

で
に
歌
の
素
養
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。
、

　
私
は
十
才
の
時
母
を
亡
し
て
、
翌

年
母
の
生
地
上
渡
川
の
叔
母
の
家
に

引
き
と
ら
れ
た
の
で
牧
水
君
と
の
友

交
も
と
だ
え
た
．
ご
と
．
．

　
姉
の
シ
ヅ
さ
ん
は
、

「
弟
は
金
銭
を
浪
費
し
な
い
性
質
で

子
供
の
二
一
遺
を
他
人
か
ら
貰
っ
て

も
必
ず
母
に
預
け
て
貯
金
し
て
も
ら

’．

ｽ
、
．
延
岡
中
学
校
時
代
に
も
坪
谷

に
帰
省
す
る
時
に
は
、
馬
車
を
利
用

す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
な
く
、
た
い
て

い
草
鮭
に
山
つ
き
脚
絆
、
肩
に
コ
ウ

モ
リ
傘
と
い
一
．
た
服
装
で
歩
い
て
帰

’．

ﾄ
来
た
．

　
坪
谷
尋
常
小
学
校
に
通
学
す
る
時

片
手
に
本
を
読
み
つ
・
通
り
路
の
友

達
を
誘
一
．
て
い
た
が
、
友
達
を
誘
っ

一
、
い
る
と
始
業
に
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
友
達
を
誘
う
こ
と
は

と
う
と
う
や
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん

な
に
几
帳
面
だ
っ
た
．
」

　
と
、
語
り
ま
し
た
．
、
　
（
つ
づ
く
）

㌧
塾
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寒風を突いて

消防始式

　
昭
和
五
十
九
年
消
防
始
式
が
、
一
月

七
日
午
前
七
時
四
〇
分
か
ら
、
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、

　
当
日
は
、
町
内
の
各
部
か
ら
四
百
四

十
一
名
の
団
員
が
出
動
し
、
規
律
動
作
、

機
械
器
具
の
整
備
・
保
管
状
況
に
つ
い

て
点
検
を
受
け
た
あ
と
、
各
部
の
ポ
ン

プ
班
員
に
よ
る
二
水
競
技
が
行
わ
れ
、

各
部
と
も
、
き
び
き
び
し
た
態
度
で
、

目
頃
の
訓
練
の
成
果
を
ひ
ろ
う
し
ま
し

た
、　

成
績
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
、

◎
総
合
の
部

　
優
勝
　
　
第
一
こ
口
小
野
田
）

　
二
位
　
　
第
八
部
（
鶴
野
内
）

　
三
位
　
　
第
九
部
（
八
重
原
）

◎
操
練
の
部

　
優
勝
　
第
「
部
（
小
野
田
）

　
二
位
　
　
第
十
部
（
田
　
野
）

　
三
位
　
　
第
八
部
（
鶴
野
内
）

◎
小
型
ポ
ン
プ
二
水
競
技
の
部

　
優
勝
　
　
第
九
部
戸
八
重
原
）

　
二
位
　
　
第
一
部
（
小
野
田
）

　
〃
　
　
第
八
部
〔
鶴
野
内
）

　
三
コ
口
　
第
三
部
（
迫
野
内
｝

▽
県
知
事
表
彰
　
山
口
和
行
的

▽
県
消
防
協
会
長
表
彰
　
黒
木
勝
己
上

松
木
毛
日
黒
木
文
讐
酷

　
健
一
⑳
　
矢
野
末
広
㈲
　
黒
木
畷
憲

　
囮
　
菊
池
健
【
囚
　
三
浦
寿
光
D

▽
県
消
防
協
会
日
向
支
部
長
表
彰

　
（
団
体
の
部
）
　
第
一
部

　（

ﾂ
人
の
部
）
矢
野
昌
明
剰
　
高
館
保

の
矢
野
博
⇔
黒
杢
目
田
義
り
三

　
原
廣
美
脚
　
里
…
準
正
】
幻
　
後
藤
喜

　
一
㈲
　
高
野
幸
俊
㈲
　
森
田
正
春
々

　
森
田
供
美
面
　
鈴
木
義
信
㈲
　
山
本

　
建
男
の

▽
町
長
表
彰

　
■
本
部
海
野
誓
生
田
野
続
中

　
昌
盛
　
■
第
「
部
　
寺
原
信
義
　
■

　
第
二
部
　
岩
田
広
信
　
川
越
重
義

　
■
第
三
部
　
佐
藤
幸
栄
　
黒
木
金
喜

　
■
第
四
部
　
赤
木
正
昭
　
■
第
五
部

　
直
野
一
　
寺
原
正
　
三
浦
定
　
■
第

　
六
部
　
中
里
定
幸
　
■
第
七
部
　
高

　
野
人
，
朝
男
　
黒
木
満
寿
美
　
■
第
・
へ

　
予
鈴
野
浅
夫
塩
月
蛍
隅
賞
櫛
型

　
藤
国
光
　
■
第
九
部
　
中
村
達
男

　
■
第
十
部
　
黒
田
清
一

▽
団
長
表
彰

　
■
本
部
　
寺
原
政
志
　
■
第
一
部

　
小
林
幸
則

　
金
丸
初
耳

　
直
野
雄
二

　
黒
木
重
夫

　
孝
原
佳
宏

　
那
須
登

　
森
田
正
雄

　
橋
口
良
一

　
寺
田
義
則

　
川
越
修
作

　
男

◎
退
職
団
員

　
■
本
部

　
天
野
昌
明

　
谷
u
保
雄

　
谷
口
幸
黄

稲
田
守

木
逸
美

＠
由
雄

憂

■
第
二
部

松
田
梅
雄

■
第
三
都

響
原
綱
義

鶴
田
誠
志

塩
月
治
孝

長
渡
耕
二

黒
木
4
1
心
願

■
第
四
部

■
第
五
部

　
　
稲
田
政
志
　
富
山
康
幸

　
　
　
■
第
七
部
　
小
形
祐
司

　
　
　
黒
木
利
一
　
■
第
八
部

　
　
　
古
野
逸
雄
　
小
川
澄
雄

　
　
　
■
第
九
部
　
福
畑
己
喜

奈
須
目
出
男

荒
砂
建
「
　
黒
木
勝
己

　
■
第
一
部
畝
原
芳
實

　
0
第
二
部
　
田
辺
喜
廣

　
高
尾
静
信
■
第
五
部

山
口
智
　
■
第
九
部
　
松

■
第
十
部
　
寺
原
萬
　
磯

ご存じですか

犯
罪
被
害
給
付
制
度

”
通
り
魔
”
な
ど
の
被
害
者
に

　
通
り
魔
殺
人
や
爆
弾
事
件
…
…
自
分

に
は
何
ら
落
度
が
な
く
て
も
、
犯
罪
者

の
”
狂
気
”
に
よ
っ
て
大
切
な
命
が
奪

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
あ
り
ま
す
、
．

　
「
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」
は
、
こ
う

し
た
凶
悪
犯
罪
に
よ
’
、
て
死
亡
さ
れ
た

方
の
虫
思
族
や
大
ヶ
ガ
を
し
た
方
が
、
　
】

日
で
も
早
く
精
神
的
、
経
済
的
に
立
ち

直
れ
る
よ
う
に
、
国
が
一
定
の
給
付
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
、

▽
対
象
と
な
る
犯
罪
被
害
△

　
一
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」
は
、
殺
人

傷
害
、
強
盗
致
死
傷
な
ど
の
故
意
の
凶

悪
犯
罪
に
よ
っ
て
重
大
な
被
害
を
受
け

た
方
や
遺
族
を
救
済
し
よ
う
と
い
う
精

神
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
．
、

　
加
害
者
が
精
神
障
害
者
や
十
四
歳
未

満
の
少
年
な
ど
で
、
刑
事
上
の
責
任
が

な
い
場
合
で
も
「
故
意
の
犯
罪
に
よ
る

被
害
一
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
給
付
金
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
過
失
行
為

に
よ
る
被
害
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
．

▽
給
付
金
の
内
容
△

　
〔
遺
族
給
付
金
〕
　
被
害
者
が
亡
く

な
’
．
た
と
き
、
そ
の
遺
族
に
対
し
、
「

時
金
で
最
高
八
百
四
十
五
万
円
、
最
低

二
百
二
十
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
．
、

　
〔
障
害
給
付
金
〕
　
被
害
者
の
障
害

の
程
度
に
応
じ
、
本
人
に
対
し
、
】
時

璽
、
不
五
万
円
、
最
低
二
百
六
＋
二

万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
給
付
金
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合
△

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
給
付
金
か
支

給
♪
高
、
れ
な
か
っ
た
り
、
減
額
さ
れ
た
り

し
ま
す
．

　
⑫
被
害
者
と
加
害
者
と
の
間
に
親
族

関
係
が
あ
る
と
き
　
◎
犯
罪
を
誘
発
す

る
よ
う
な
行
為
を
す
る
な
ど
被
害
者
に

も
責
任
が
あ
る
場
合
　
⑥
暴
力
団
の
抗

争
事
件
や
極
左
暴
力
集
団
間
の
内
ゲ
バ

事
件
の
よ
う
に
、
被
害
者
と
加
害
者
の

関
係
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
社
会
通
念

上
、
給
付
金
の
支
給
が
適
当
で
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き

▽
給
付
金
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
△

　
被
害
が
発
生
し
た
日
か
ら
七
年
以
内

被
害
を
知
．
・
．
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
、

都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
申
請
し
、
栽

定
を
受
け
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の

警
察
署
や
警
察
本
部
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
．
．
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嬢
紹
約
に
関
ぎ

ア
ン
F

商
O
o
o
を
購
入
す
る
た
め
積
立
て
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

契
約
し
た
機
種
が
古
く
な
っ
た
の
で
新
し
い
も
の
に

変
更
し
た
い
の
で
す
が
…
…

か
ら
、
そ
の
商
品
を
受
け
取
る
販
売
方

法
を
「
前
払
式
割
賦
販
売
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
前
払
式
に
は
、
普
通
の
先
渡
式
（
後

払
式
V
割
賦
販
売
に
比
べ
て
次
の
よ
う

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

①
積
立
金
が
少
額
で
加
入
し
や
す
い

②
現
金
価
格
よ
り
、
割
安
に
な
っ
て
い

　
る
。

　
　
　
　
ミ
シ
ン
の
購
入
契
約
を
し
て
、

〇
三
年
ほ
ど
前
か
ら
胃
二
干

　
　
　
　
円
す
つ
の
積
立
て
を
し
て
き

ま
し
た
。
今
月
で
満
期
で
す
が
、
契
約

し
た
機
種
が
古
く
な
っ
て
し
ま
い
、
新

し
い
型
の
も
の
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
新
し
い
型
の
ミ
シ
ン
を

受
け
取
っ
て
差
額
を
後
払
い
に
す
る
と

今
ま
で
に
比
べ
て
何
か
割
高
な
支
払
い

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
迷
っ

て
い
る
の
で
す
が
…
…
。

　
　
　
　
ミ
シ
ン
や
家
電
製
品
な
ど
の

A
耐
久
消
費
財
を
琴
場
合
、

　
　
　
あ
ら
か
じ
め
代
金
を
積
み
立

て
て
お
き
、
積
立
金
が
満
期
に
な
っ
て

愚
臣　

　
　
　
　
グ

〈
契
約
期
間
中
に

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
も
〉

　
お
尋
ね
の
ケ
ー
ス
で
す
が
、
前
払
式

割
賦
販
売
で
は
契
約
期
間
が
長
い
場
合

利
点
も
多
い
半
面
、

契
約
の
変
更
や
解
除
は

不
利
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
．
勺燕

岳貞
舐

蚕＠　
　
一［

）
）
／
う
く
声

が
多
く
、
商
品
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
に

よ
っ
て
、
受
け
取
る
と
き
に
は
型
が
古

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
新
し
い
型
を
求
め

る
消
費
者
に
は
、
必
ず
し
も
有
利
な
契

約
方
法
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

（
解
約
す
る
と

　
利
点
が
な
く
な
り
ま
す
〉

　
ま
た
、
契
約
の
途
中
で
商
品
を
変
え

た
り
、
商
品
の
引
渡
し
を
受
け
て
し
ま

う
と
、
前
払
式
の
利
点
は
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
、
解
約
を
し
た
場

合
は
、
契
約
に
か
か
っ
た
費
用
や
集
金

手
数
料
な
ど
が
差
し
引
か
れ
、
掛
金
が

全
額
戻
り
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。〈

契
約
す
る
と
き
は

　
　
　
　
　
業
者
を
選
ん
で
〉

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
前
払
式
割
賦
販
売

方
式
の
場
合
、
購
入
者
は
商
品
を
受
け

取
る
前
に
そ
の
代
金
を
支
払
う
こ
と
に

な
る
の
で
、
販
売
す
る
業
者
の
ほ
う
に

十
分
な
資
力
や
信
用
が
な
い
と
、
購
入

者
に
は
危
険
が
伴
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
消
費
者
保
護
の
立
場
か
ら
、

こ
の
方
式
を
採
用
す
る
業
者
は
、
通
商

産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ミ
シ
ン
な
ど
を
前
払
式
で
買
う
と
き

は
、
許
可
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
を

尋
ね
て
み
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
よ
く
読
ん
だ
り
し
て
、
そ
の
業
者
が

本
当
に
信
頼
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。
そ
し
て

何
よ
り
、
そ
の
商
品
が
将
来
も
本
当
に

必
要
な
も
の
か
ど
う
か
を
冷
静
に
な
っ

て
考
え
ら
れ
る
余
裕
を
持
ち
た
い
も
の

で
す
。

　
な
お
、
前
払
式
割
賦
販
売
で
不
審
な

点
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
通
商
産

業
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鱒
騨
　

心
臓
病
と
は
…
…

　
　
（
虚
血
性
心
疾
患
）

　
心
臓
に
血
液
が
十
分
置
行
き
屈
か
な

く
な
り
、
心
臓
の
筋
肉
が
酸
素
不
足
に

な
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
一
時
的
に
血
が
流
れ
な
く
な
る
の
が

「
狭
心
症
」
、
完
全
に
流
れ
な
く
な
っ

て
心
臓
の
筋
肉
が
活
動
し
な
く
な
る
の

が
「
心
筋
梗
塞
」
と
い
わ
れ
ま
す
．
．

　
い
ず
れ
も
、
激
し
い
胸
の
痛
み
を
伴

い
ま
す
が
、
心
筋
梗
塞
で
は
痛
み
が
長

く
続
き
、
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
、

脳
卒
中
と
は
…
…

　
脳
卒
中
は
「
脳
い
っ
血
」
　
一
．
中
気
L

「
中
風
」
と
も
呼
ば
れ
、
脳
の
血
管
が

破
れ
て
出
血
し
た
り
、
あ
る
い
は
つ
ま

っ
て
血
液
が
脳
に
行
き
届
か
な
く
な
る

病
気
で
す
。

　
こ
の
病
気
に
か
か
る
と
、
脳
の
働
き

が
訴
え
、
急
に
意
識
が
な
く
な
っ
た
り

手
足
が
動
か
な
く
な
っ
た
り
し
、
ひ
ど

い
と
き
に
は
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　
一
度
、
脳
に
障
害
を
受
け
る
と
回

復
は
難
し
く
、
手
足
の
マ
ヒ
な
ど
の
後

遺
症
が
残
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

㌧
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県
代
表
と
し
て

　　

@　

S
国
大
会
に
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
養
蚕
青
年
・
婦
人
体
験
発
表
会

　
一
月
二
十
四
日
に
佐
土
原
町
の
県
蚕

業
研
修
館
で
開
催
さ
れ
た
、
昭
和
五
十

八
年
度
蚕
業
青
年
・
養
蚕
婦
人
体
験
発

表
会
で
目
眩
の
安
藤
る
み
子
さ
ん
（
町

養
蚕
婦
人
部
副
部
長
）
が
最
優
秀
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
安
藤
さ
ん
は
県
代
表
と

し
て
二
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
目
東

京
の
農
林
水
産
省
で
開
か
れ
る
全
国
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
藤
さ
ん
宅
は
夫
の
政
廣
さ
ん
に
両

親
と
四
人
で
、
養
蚕
を
主
体
に
椎
茸
、

和
牛
、
水
稲
を
組
み
合
せ
た
複
合
経
営

農
家
で
す
。
る
み
子
さ
ん
は
政
廣
さ
ん

と
養
蚕
、
水
稲
を
分
担
し
、
ま
ゆ
代
は

総
収
益
の
四
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
る
み
子
さ
ん
は
十
年
前
に
結
婚
し
初

め
て
蚕
に
出
会
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど

こ
の
年
に
美
々
津
国
営
農
用
地
開
発
事

業
が
始
ま
り
、
十
五
戸
の
農
家
と
と
も

に
日
田
尾
団
地
の
養
蚕
に
参
加
し
ま
し

た
。
日
田
尾
団
地
は
山
林
、
原
野
を
開

こ
ん
造
成
し
た
土
地
で
、
除
礫
と
地
力

増
強
に
は
た
い
へ
ん
な
苦
労
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
安
藤
さ
ん
は
昭
和
五
十
三
年
に
桑
園

一
・
四
㎞
で
養
蚕
を
始
め
ま
し
た
。
こ

の
間
団
地
の
み
な
さ
ん
と
力
を
併
せ
て

養
蚕
に
取
り
く
み
、
鶏
フ
ン
投
入
や
計

画
飼
育
、
上
絵
に
独
特
な
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ

て
当
初
一
〇
a
当
り
六
十
八
♂
で
あ
っ

た
収
量
が
五
十
八
年
に
は
】
〇
一
．
。
と

大
幅
に
伸
び
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
さ
ら
に
密
植
桑
園
の
導
入
と

桑
園
マ
ル
チ
栽
培
等
、
管
理
の
徹
底
を

は
か
り
「
O
a
当
り
収
量
＝
二
〇
．
。
め

ざ
し
て
が
ん
ば
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
る
み
子
さ
ん
は
三
児
の
母
親
と
し
て

家
事
や
育
児
に
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
、
余
暇
を
み
つ
け
て
年
忌
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
週
二
回
忌
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

汗
を
流
し
、
ま
た
週
一
回
の
民
謡
の
練

習
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。

　
安
藤
さ
ん
が
全
国
大
会
で
も
り
っ
ぱ

な
発
表
が
で
き
る
よ
う
、
み
な
さ
ん
と

お
祈
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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習雛i催呈

し所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
郵
購
〔

’
。
’
・
’
・
’
　

・
㎜
・

　
二
月
十
二
日
（
日
）

　
午
後
一
時
開
会

　
町
中
央
公
民
館

。
意
見
発
表

。
国
内
研
修
生
報
告

O
演
芸
（
十
】
地
区
）

　
豪
町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
来

　
場
を
お
ま
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

噌

「、

o
せ
い
剤
を
野
放
し
よ
う
。

　
覚
せ
い
剤
犯
罪
は
、
近
年
著
し
く
増

え
、
こ
と
に
少
年
の
乱
用
の
増
加
も
顕

著
で
す
、
過
去
東
郷
町
内
に
お
い
て
も

数
名
が
検
拳
さ
れ
て
い
ま
す
。
覚
せ
い

剤
は
、
乱
用
者
自
身
の
健
康
を
害
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
崩
壊
を
招
き
、

さ
ら
に
は
殺
人
、
放
火
な
ど
の
凶
悪
事

件
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
暴
力
団

の
大
き
な
資
金
源
と
も
な
っ
て
い
る
の

お
と
な
の
仲
間
入
り
一
㎜
人

　
】
月
五
日
、
町
中
央
公
民
館
に
お
い

て
成
人
式
が
行
わ
れ
、
お
と
な
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

　
は
た
ち
に
な
る
と
、
大
人
と
し
て
の

責
任
が
自
分
の
意
志
と
は
関
係
な
し
に

の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

一
人
前
の
社
会
人
と
し
て
行
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

で
す
。

二
、
飲
酒
運
転
を
な
く
そ
う
。

　
飲
酒
運
転
は
最
も
危
険
な
違
反
態
様

で
あ
り
重
大
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

昨
年
東
郷
町
内
で
は
、
飲
酒
上
の
交
通

事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
飲
酒

運
転
で
検
拳
さ
れ
た
八
が
十
数
名
い
ま

す
。
　
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
」
と
い
う
こ

と
は
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い
ま
す
。
「
一

ぽ
い
ぐ
ら
い
」
と
い
う
あ
な
た
の
態
度

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

通
信
制
高
校
生
徒
募
集

　
県
立
宮
崎
東
高
校
通
信
制
で
は
、
五

十
九
年
度
の
新
入
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

現
在
、
県
下
各
地
で
約
二
千
名
の
年

齢
、
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
達
が
学
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
月
二
回
（
日
曜
日
）

も
よ
り
の
協
力
校
（
高
校
）
で
面
接
指

導
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
を
受
け
、
自
宅

で
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。

　
中
学
校
卒
か
、
そ
れ
と
同
程
度
の
学

力
が
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
入
学
で
き
四

年
以
上
の
学
習
で
、
全
日
制
県
立
高
校

卒
と
同
じ
資
格
が
取
れ
ま
す
。

◎
願
書
受
付
　
2
月
2
1
日
～
3
月
2
8
日

◎
問
合
せ
先

　
〒
脚
　
宮
崎
市
神
宮
東
一
－
二
－
四
二

　
　
　
県
立
宮
崎
東
高
校
　
通
信
制

　
　
個
　
〇
九
八
五
（
二
七
）
七
七
九
四

　
　
　
　
　
〃
　
　
（
二
四
）
三
四
〇
五

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
調
整
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
よ
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
の
で
、

閲
覧
の
う
え
、
異
議
申
立
が
な
か
っ
た

場
合
は
、
三
月
三
十
一
日
に
確
定
さ
れ

ま
す
、

▽
期
間
　
二
月
二
十
三
日
～
三
月
八
日

▽
場
所
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
内
）

★
お
わ
び
★

　
町
報
新
年
号
の
新
入
学
予
定
児
の
中

に
、
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
し
お
わ
び
い
た
し
ま
す
．
，

井
伊
夏
↓
井
上
夏
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お
し
ら
せ

露
塵i撃

心
配
ご
と
相
談

心
配
ご
と
相
談
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
．

▼
日
時

▼
場
所

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
．

2
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

老
人
福
祉
館

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
国
鉄
・
電
々

公
社
な
ど
の
仕
事
、
県
・
町
の
仕
事
に

対
す
る
苦
情
・
要
望
な
ど
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
．
当
日
以
外
は
、
自
宅
で
受

付
け
て
い
ま
す
．
．
　
（
電
話
可
）

▼
日
時
　
2
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

　
　
　
東
郷
町
仲
深

　
　
　
行
政
相
談
委
員
　
山
口
俊
】

　
一
歳
六
ケ
月
児
検
診

　
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
対

象
者
は
必
ず
受
診
し
て
下
さ
い
．

▼
期
日
　
2
月
2
1
日

▼
受
付
　
1
3
時
～
1
4
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
内
杏
　
内
科
・
歯
科
診
察
ほ
か

母
子
健
康
相
談

　
次
の
と
お
り
母
f
健
康
相
談
が
行
わ

れ
ま
す
．
、

▼
期
日
　
2
月
2
1
日

▼
受
付
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

▼
対
象
乳
児
（
3
・
6
・
1
2
ヶ
月
児
）

　
　
　
及
び
妊
婦

▼
内
容
　
検
尿
、
身
体
測
定
、
保
健
指

　
　
　
導
ほ
か

一
般
健
康
相
談

　
町
内
全
域
の
成
人
男
女
を
対
象
と
し

て
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
，
特
に
精
密

検
診
後
継
続
的
に
経
過
観
察
の
必
要
な

方
は
ご
利
用
下
さ
い
．
、

▼
期
日

▼
受
付

▼
場
所

▼
内
容

2
月
1
8
日

9
時
3
0
分
一
1
0
時

置
人
福
祉
館

検
尿
、
血
圧
測
定
、
保
健
指

導
ほ
か

結
核
（
事
後
管
理
）
検
診

　
次
の
と
お
り
結
核
事
後
・
管
理
検
診

が
実
施
さ
れ
ま
す
．
対
象
者
に
は
、
別

途
通
知
し
ま
す
．
．

▼
期
日
　
2
月
7
日

半
時
間
　
午
前
　
1
0
時
～
1
1
時

　
　
　
午
後
　
1
3
時
～
1
4
時

▼
場
所
　
老
人
福
祉
館

三
種
混
合
及
び
一
一
種
混
合

　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種

　
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

母
子
手
帳
持
参
の
う
え
受
診
し
て
下
さ

い
。
　
（
詳
し
く
は
、
別
途
通
知
さ
れ
ま

す
〉＜

日
程
表

2月24日 2月23日 2月22日
一第三

�

下　越　仲

ｼ表深
@　扉　　谷

寺
迫

欝
鶴
原
内
曇
．
　
●
羽
畠
田
　
坂
　
　
野

該
当
地
区

13：40～

@14：00

14：00～

@14：30

14：00～

@15：00

時二
ﾔ付

坪谷保育所 寺迫公民館 中央公民館 誹

　
　
自
動
車
保
険
請
求

　
　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー

　
傷
ま
し
い
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が

毎
日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
は
、
保
険
契
約
の
内
容
も
多
様

化
し
事
故
の
原
因
も
複
雑
化
し
て
い
ま

す
の
で
、
解
決
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て

交
通
事
故
に
よ
る
自
賠
責
・
任
意
を
問

わ
ず
、
自
動
車
保
険
の
請
求
手
続
解
決

方
法
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
か
ら
、
直
接
又
は

電
話
何
れ
で
も
ご
遠
慮
な
く
ご
利
用
下

さ
い
。

◎
場
所
　
宮
崎
市
広
島
ニ
ー
五
－
一
C

　
　
　
　
（
朝
日
生
命
ビ
ル
三
階
）

　
　
　
宮
崎
自
動
車
保
険
請
求
相
談

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

．
〔
電
話
〕
〇
九
八
五
（
二
八
）
一
一
九
九

◎
相
談
時
間

　
　
　
平
日
　
9
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分

　
　
　
土
曜
日
は
1
2
時
ま
で

今
月
の
縞
税

固
定
資
産
税

　
　
　
　
　
　
　
四
期

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
迫
野
内
の
甲
斐
俊
明
さ
ん
か
ら

　
（
玉
尾
さ
ん
・
8
7
歳
ご
死
去
〉

◎
福
瀬
の
平
野
ナ
ミ
エ
さ
ん
か
ら

　
（
糸
平
ク
ラ
さ
ん
・
9
4
歳
ご
死
去
）

◎
小
野
田
の
稲
田
久
次
郎
さ
ん
か
ら
．

　
（
セ
チ
さ
ん
・
7
9
歳
ご
死
去
）

◎
寺
迫
の
海
野
竹
雄
さ
ん
か
ら

　
（
ミ
ツ
ヨ
さ
ん
・
7
3
歳
ご
死
去
）

十
二
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
め
、
ん
の
名
　
父
の
名

田
代
　
嗅
　
義
富

新
保
裕
仁
　
召
　
彦

結
婚
お
め
で
と
う子希…

｝1名
美禾

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

寺寺寺寺都寺1住
髄迫迫爵迫1所

氏
　
　
名

　
田
セ
チ

海
野
ミ
ツ
ヨ

一まちのうごき一

人口　6，470人（△ 羽
年

令
　
住
　
所

　
　
小
野
田

　
　
寺
　
宣

－女　3，377人（△2）

世帯　1，773戸（　0）

59年1月1日現在

昇よ文寸鳶望月上ヒ

i＿

艦
艦
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